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　令和８年度の通常総会（第75回）が５月29日
㈮ホテルレイクビュー水戸において開催された。
開会に先立ち、出席者と委任状提出者を合わせ
343名となり、定足数に達していることが司会
者より報告され、武村副会長による開会のこと
ばで通常総会が始まった。最初に令和７年度中
に亡くなられた県央支部木村利氏他８名に対し
黙祷が捧げられた。柴会長からの挨拶。続いて
会員増加表彰が贈られ、優良支部として筑波支
部、県庁支部、石岡支部へ、優良者（会員個人）
として筑波支部相澤晴夫氏へ、また長年にわた
り本会発展にご尽力頂いた鹿島支部内芝良吉
氏他11名に功労者表彰として記念品を添え表彰
状が贈られた。来賓挨拶・紹介、祝電披露の後、
柴会長を議長とし議事に入り、令和７年度事業
報告と収支決算、令和８年度事業計画（案）と
収支予算（案）、理事・監事の改選についての
５議案を審議し、すべて原案通り全会一致で可
決され、最後に益子新副会長の閉会のことばに
より閉会となった。

・令和７年度における会員物故者（９名）
□物故者〈令和７年４月１日～令和８年３月31日〉
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
県央支部　　　　木村　　利 筑西支部　　　　一本杉文男
県央支部　　　　塙　　秀之 筑西支部　　　　廣瀬　　茂
鉾田支部　　　　二川　映一 坂東支部　　　　増田　和夫
古河さしま支部　岡本　　豊 土浦支部　　　　池田　有宏
桜川支部　　　　比企　正信

敬称略

・令和８年度　表彰者一覧
⑴会員増加優良支部（正会員１名以上）
　石岡支部　　　　県庁支部　　　　筑波支部
⑵会員増加優良表彰（個人の部　正会員３名以上）
　相澤　晴夫（正会員５名）
⑶功労者表彰（12名）
　久慈支部　　　　岩瀬由美子　　木村　武仁
　　　　　　　　　丸山　光一
　ひたちなか支部　髙橋　　琢
　鹿島支部　　　　内芝　良吉
　県央支部　　　　渡辺　章夫
　県庁支部　　　　中村　清次　　前川　秀夫
　　　　　　　　　松井　孝雄
　筑西支部　　　　飯泉　安規　　齋藤　智裕
　稲敷支部　　　　児玉　欽司

令和８年５月29日㈮　午後３時
ホテルレイクビュー水戸
報告：総務・企画委員会

令和８年度
通常総会開催される
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大井川 和彦
茨城県知事

伊沢　勝徳
茨城県議会議員
（本会顧問）

白田　信夫
茨城県議会議員
（本会顧問）

塚本　一也
茨城県議会議員

（筑波支部会員）

益子　一彦
新副会長

小川　憲一
新常務理事

顧 問 田　所　嘉　徳 衆議院議員

高　橋　　　靖 水戸市長

白　田　信　夫 茨城県議会議員

伊　沢　勝　徳 茨城県議会議員

相 談 役 松　山　恒　男 多賀土木（株）

滑　川　浩　一 （株）安心確認検査機構

武 村 　 実 武村建築設計事務所

高 槻 一 雄 （有）高槻建築設計事務所

会 長 柴　　　和　伸 （株）柴建築設計事務所

副 会 長 相　澤　晴　夫 （株）相澤建築設計事務

益　子　一　彦 （株）三上建築事務所

常 務 理 事 久保田　吉　文 （有）クボタ建築設計事務所

中　山　和　朗 （株）中山工務店

梅　原　郁　夫 梅原材木店

鈴　木　啓　之 （有）アップル建築設計事務所

小　川　憲　一 （株）戸頃建築設計事務所

理 事 村　山　潤　一 （有）村山住宅

渡　辺　　　聡 フロムゼロ建築デザイン室

石　川　　　宏 高萩市役所

山　田　博　則 （株）第一設計

内　芝　良　吉

中　島　三　博 県庁建築指導課

金　子　雅　代 雅建築設計事務所

桐　原　　　栄 桐原建築

小　林　澄　夫 繁建築設計事務所

飯　島　洋　省 （株）andHAND建築設計事務所

軽　部　守　彦 軽部建築設計事務所

栗　原　力　男 （株）栗原建設

野　本　平　晴 設計工房OH2

大　島　則　之 （株）大島一級建築士事務所

新　田　孝　司 （株）新田工務店

広　瀬　祐　一 取手市役所

松　田　祐　光 （株）生空感

塚　本　美　明 （株）ジュン設計

成　田　孝　成 （株）幸田

谷　　　亮　介 谷亮介構造設計室

轡　田　久　恵 （株）柴建築設計事務所

監 事 大　内　賢　一 （株）第一設計

小　室　　　晶 （有）汎連合設計

足　立　信　幸 （一財）茨城県建築センター

水　口　二　良 水口・野村法律事務所

令和８・９年度新役員一覧
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　令和８年度通常総会の後、ホテルレイクビュー
水戸２階の飛天にて、併催行事として懇親会が
開催された。各支部からも多くの会員そして賛
助会員が出席し、来賓と合わせ180名が一堂に
会した。柴会長の主催者挨拶、茨城県土木部都
市局建築指導課中島課長による乾杯の発声で歓
談に入った。懇親会では、日頃の仕事や趣味の
話を交わし談笑する姿が会場を埋め尽くした。
楽しい時間もあっという間に経過し、若林代表
幹事より中締めが行われ、小川新常務理事の閉
会のことばにより懇親会の席が閉じられた。

「併催行事の
懇親会が開催される」

田所　嘉徳
衆議院議員

（本会顧問）

高橋　靖
水戸市長

（本会顧問）

館　静間
茨城県議会議長

石津　健光
茨城県建設業協会会長

（関連団体）

木本　信太郎
茨城県議会議員

（本会賛助会員）
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設計主旨
　日本の経済成長や国際際競争力が低下し、AIに
よる人の労働や機能の代替が進むなど、将来を見通
すことができない不確実な時代を迎える中、「自ら
の力で考えて課題や困難を乗り越えていく、生き
る力を備えた子どもたちを育てる保育園にしたい」。
施主である保育園の方々との意見交換の中で浮かび
上がってきた想いでした。その想いを建築として形
にするにあたり、１）子どもたちが自然の中で五感
を働かせて遊ぶことができる、２）主体的かつ想像
力を働かせて生活することができる、３）その上で
保護者や職員にとっても機能的で使い勝手がよい園
舎、をテーマに設計しました。
　上記テーマの具現化の一つが奥行4.5mの大庇を
持つテラスです。起伏に富み、樹木を植えたデコボ
コ園庭と園舎との間を明確に分けるのではなく、半
屋外空間として大庇テラスを配置しました。大庇テ

ラスに出ることでデコボコ園庭に出て駆け回る衝動
を誘い、子どもたちのたくましい心身の成長を促し
ます。また、直接園庭に出て遊ばなくても半屋外空
間で遊ぶことで虫や野鳥の声、天気や季節の移り変
わりを感じることが可能です。テラスと園庭との境
界を感じさせないために柱は設けず、大庇が屋根か
ら張り出す設計にしました。夏場の水浴時には、大
庇先端の給水管からプールに吐水を行い、変化にと
んだプール遊びができる仕掛けと共に給水の昇温効
果も期待できます。この大庇テラスは雨天時に保護
者が子どもを送迎する時には雨よけとしても有効に
機能します。同様に駐車場側の園舎にも大屋根を配
して、雨天時の送迎時を円滑にしています。
　設計テーマに掲げた「主体的かつ想像力を働かせ
る」ために具現化した一つが、絵本コーナーに設け
た子どもたちの隠れ家「でん」です。子どもたちが
自由な発想で遊ぶことができる場所で、絵本コー
ナーの本棚から保育室につながるトンネルになって
います。デコボコ園庭や大庇テラスなどの自然環
境での遊びだけではなく、園舎内で内省的な想像力
や思考力の発達を促します。また、給食の受け渡し、
食器を下げる場所はペンダントライトを下げたカ
フェテラス風にして場所の意識づけを行い、子ども
たちが自主的に食事を受け取り、食べ終わった食器
を下げる自然な形での習慣づけを促しています。
　受付がある天井の低い風除室から玄関に入ると、
内部のメイン動線となる廊下に続きます。廊下は船
底天井とペンダント型照明の組み合わせにより、目外観南面

建築作品紹介

ちらんつくば園
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■建物概要／ちらんつくば園
●所　在　地：茨城県つくば市東岡字海道端247-1他
●設計・監理：株式会社ヤマト建築設計事務所
●主 要 用 途：保育所（児童福祉施設等）
●工 事 種 別：新築
●構　　　造：鉄骨造
●建 築 面 積：1058.59㎡
●延 床 面 積：763.84㎡

線を上に向けて開放的な空間として高低差を意識し
た空間変化のメリハリを強調しました。これにより、
子どもを迎えにきた仕事帰りの疲れた保護者を明る
く迎え入れるとともに、子どもたちの保育で忙しい
職員の気持ちを明るくします。

　また園舎は畑や公園、住宅に隣接する立地である
ことから、平屋建ての緩勾配屋根の園舎とし、外壁
は濃い木目基調、大庇テラスと屋根の軒天は明るい
木目調にすることで、周辺環境と調和させました。

内観図書コーナー
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①白土　里子　42歳　日立支部
②株式会社　安心確認検査機構
③この度、入会させていただきました白土と申します。現在は確認申請に携わる

業務をしております。先輩建築士の皆様を見習い日々精進していきたいと思い
ますので、ご指導よろしくお願いいたします。

④知見の共有を通じ、審査品質の向上を図ることを目標としています。
⑤法改正や実務における最新の情報を取得でき、それを地域貢献へつなげられる

ような活動に参加したいです。
⑥合理的で信頼性の高い審査体制の確立に寄与できるよう、知識を広げていきた

いと考えております。

①松本　浩司　51歳　筑波支部
②坂東市教育委員会
③学校施設の管理・点検・修繕・整備等の事務や設計監理をしています。
④家庭や職場以外の居場所づくりの準備
⑤講習会、見学会等
⑥これからも建築関連に携わっていたいと思っています。

建築士会へようこそ!!
Welcome

白土　里子　42歳
支部名：日立支部

松本　浩司　51歳
支部名：筑波支部
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①戸塚　かおり　56歳　筑波支部
②株式会社　安心確認検査機構
③確認申請機関で審査業務を担当をしております。
　仕事はコツコツ、プライベートは全力で楽しむ派です。
　ダンスパフォーマンスに、鹿サポにと、熱量高めで活動しています。
　どうぞよろしくお願い致します。
④皆様との交流を通じて、新しい知見を得ながら自身の成⾧につなげていきたい

と思っています。
⑤講習会・見学会等
⑥変化する法律に柔軟に対応しながら、知識の更新と成⾧を心がけています。

①井坂公一　69歳　土浦支部
②株式会社インフィニート一級建築士事務所
③現在、地元土浦市にて建築設計事務所を営んでおります。これまで住宅・商業

建築から公共建築まで幅広く設計に携わってまいりました。
④各方面の専門家の方々とのネットワークを広げるべく入会いたしました。支部

の温かい歓迎を受け、大変心強く感じています。
⑤歴史的建造物の保存・利活用や都市計画に強い関心があります。会員の皆様と

の親睦を深め、街づくりに関する事業にも積極的に参加したいと考えています。
⑥長年の経験を活かし、次世代へ豊かな建築文化を継承することが目標です。今

後も、微力ながら地域社会の発展に寄与できるよう業務を行ってまいりたいと
思っています。

①氏名・支部

②勤務先

③自己紹介

④入会の目的　　

⑤建築士会に期待する活動・参加したい活動

⑥建築士として将来の目標

戸塚　かおり　56歳
支部名：筑波支部

井坂　公一　69歳
支部名：土浦支部
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　父親が大工で建設会社をやっていたことか
ら大学は建築学部に進学後、学生時代の多く
の友人を見ていて自分には人に秀でた芸術的
センスがないことを悟り、どちらかといえば
建築構造に興味を持ち、県庁入庁後は、住宅、
営繕、建築指導と建築行政畑を歩いてきた。
　発注者、又は都市計画法・建築基準法の番
人として多くの優れた設計者・建築作品に出
会えたことは宝物とも言える。建築士会に入
会して設計･施工･材料等々各分野で活躍し
ている建築士の方々と交流できたことにも感
謝している。
　東日本大震災のあった年度末に県を定年退
職し、茨城県建築センターに再就職したが忙
しいときに申し訳ない思いだった。
　現在は健康維持を兼ね、日々散歩を欠かさ
ないようにし、ボランディア活動やゴルフ
等々毎日多忙に人とのつながりを楽しんでい
る。
　今後はインフラ改修が重要になる中で、各
個人所有の高層住宅の改修や解体はどうなる
ことやら危惧するこの頃ではある。

　始めに自己紹介をさせていただきます。私
は、1975年茨城県に就職し主に建築行政（３
課）に35年、退職後は、県住宅管理センター、
そして、病院関係（５か所）で建替計画や
ICU改修工事等を担当し現在に至っています。
　さて、ここで本題（３月19日原稿出筆中）
に入りたいと思います。東日本大震災が発生
してから今年で早15年。毎年、この時期にな
るといつも昨日のように思い出されることが
あります。
　地震発生時の３月11日午後２時46分。そ
の日は現役最後の県議会常任委員会の最終日。
これで何とか無事退職を迎えられるかとふと
時計を見上げた時、突然、不気味な地鳴りと
共に突き上げるような大きな揺れに襲われ委
員会室の外壁ガラスも倒壊。
　大混乱の中で徐々に情報も入り始め宮城県
沖で震度７の巨大地震が発生した事を知りま
した。屋外退避中でしたが、「やる事は只一
つ、２次災害による住民の安全確保、時間が
勝負」と腹を決め、一人20階の自室に戻ると
案の定、ロッカーは倒れ床も書類が散乱。こ
れで、３月の退職は延期、暫くは徹夜かと覚
悟しました。
　その日の内に県の災害対策本部も立上りま
したが、携帯電話は全く繋がらず固定電話と
衛星電話を頼りに真夜中まで関係先へ繰返し
連絡を続け、何とか翌日からの調査体制を確
保。当然、行政職員だけでは判定士の数が足
りないため、建築士会の柴会長にも派遣要請
をお願いし全面的な支援を頂くことになりま
した。参考に当時の応急危険度判定による調
査結果は下記のとおりとなっています。
　①�実施期間：14日間（３/12から３/25まで）
　②�派遣判定士数：延べ929人（民間382人・
行政547人）

　③判定調査棟数：15,863棟（28市町村）
　なお、迅速な動員体制により当初１週間で
約14,000戸（全体の85％）を調査するという
成果も上げております。
　判定士自らが被災者であった方も相当数い
る中で、住民の安全確保を最優先にご協力頂
いた建築士会、そして、会員の方々に今回の
誌面をお借りして改めてお礼申し上げます。
　本当に有難うございました。

長谷川　幸正　氏（県庁支部）
昭和25年生まれ／昭和54年入会／会員歴47年

内藤　初男　氏（県庁支部）
昭和25年８月５日生まれ／昭和54年入会／会員歴47年

東日本大震災
あの日、あの時出会いは宝物

Interview with seniors
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　令和８年３月21日（土）ホテルウエストヒル
ズ水戸にて通常総会・ステップアップセミナー
が開催された。
　総会においては、議長（代表世話人　武村実
氏）により議案審議が行われ、令和６年度事業
報告及び収支決算ならびに会計監査報告、令和
７年度事業計画案及び収支予算案について承認
可決された。
　ステップアップセミナーでは講師　風月匠幹
廣氏（大工・京都文化財マネージャー育成実行

委員・認定特定NPO法人　古材文化の会理事
及び副会長）による『多種多様なヘリテージマ
ネージャー』と題した講演を拝聴。氏の活動で
ある「古材文化の会」「京都ヘリテージマネー
ジャー養成講習会」の活動については、どちら
も建築士の縛りを外した一般の人が気軽に参加
でき、そのつながりや情報共有を大事にするこ
とで、活動が広がりと実現に繋がっていると感
じた。

■ 幹 事 　 津 田 　 む つ み

講演会の様子

懇親会の様子

ヘリマネいばらき協議会（第11回）
通常総会
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　2026年２月18日、東京理科大学教授の垣野義典先
生をお招きし、建築セミナーを開催した。
　垣野先生は、北欧やオランダなどの先進的な教育
施設を実地に調査・研究されてきた経験から、文部
科学省が「令和の日本型学校教育」を提示し学校教
育の大きな転換を示した際には、新しい学びを実現
する学校施設の在り方について提言されるなど、現
代の学校建築の計画・設計において重要な役割を果
たされている。
　今回の講演では、国内外の学校建築の最新事例を
紹介されながら、新しい学びに呼応する空間づくり
のヒントが示された。
　校舎中央にメディアセンターを配置し、場所の性
格に応じた図書が配架される嘉麻市立稲築東小学校、
木架構による多目的スペースに教科ごとのスペース
を点在させた奈義町立奈義中学校、ゾーンごとの特
色に合わせて大きさも形状も異なる共用スペース

を分散配置したウィーンのソンヴェント小学校など、
均質で何でもできる従来の多目的スペースに比べ、
現代のそれは学び方に合わせて選択できる多様なも
のになっている。
　セミナー終盤には活発な質疑応答が行われ、受講
者にとって多くの示唆を得る有意義な機会となった。

支部活動

第118回建築セミナー
「これから求められる学校建築とは？」

県 央 支 部 事 業 委 員 会 　 大 井 　 友 彦

講師　東京理科大学教授　垣野　義典　氏
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　2026年３月14日に参加者14名で東京再
開発ツアーを実施しました。
　世田谷代田駅に到着し下北沢東駅まで
の約1.7kmある ｢下北沢線路街（UDS：
全体の基本構想）｣ の見学をしました。
　下北沢の既存の街を維持する為、地域
の人が主体となる支援型開発により形成
された街です。お店の看板やテーブルが
共有の路地に置いてあり、どこか寛容で
親しみやすい街並みでした。新たに計画
された建築物も周辺との一体感がありま
した。
　次に少子化の影響で廃校となった世
田谷区にある池尻中学校をリノベー
ションした複合施設 ｢HOME/WORK/
VILLAGE（ブルースタジオ：設計）｣
の見学をしました。人が集まりやすい１
階に飲食店を集約していることでグラン
ドに開かれたオープンテラスにも人が集
まり活気がありました。
　学校で使われていたものが再利用され
ていて過去との繋がりを感じました。
　見学会初の電車での移動ということも
あり一抹の不安がありましたが天候にも
恵まれ楽しく有意義な１日となりました。

県 央 支 部 事 業 委 員 会 　 田 家 　 頌 太

「有名建築家による施設見学会　第14弾」
HOME/WORK/VILLAGE

下北沢線路街

HOME/WORK/VILLAGE

支部活動
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　令和７年11月22日行方支部で大子町方面に行って
きました。
　土曜日にもかかわらず大子町の職員の方が２人で
待っていてくださいました。庁舎に足を踏み入れた
とたんに木材の香りがただよいました。スライドに
よる説明もして頂きました。
　大子町の庁舎は遠藤克彦氏の設計で県産材を900
㎥使用し、やさしい空間となっておりました。又、
大子漆や大子那須・楮を原料とする美濃和紙による
装飾が施されておりました。（手摺を硝子としその
中に美濃和紙が挟まっておりました）
　議場も四方を茨城県産材の杉材で装飾さられてお
りました。木材は良いですね！

　素敵な庁舎でいざという時には防災拠点としての
役割も果たすそうです。
　その後、農園に行きました。その日は秋晴れで紅
葉もとても綺麗でした。その農園でバーベキューを
し、りんご狩りもしました。
　最後に旧上岡小学校に立ち寄りました。茨城県で
現地保存されている小学校舎としては県内最古だそ
うです。CMやドラマのロケで使用されているそう
です。
　色々な展示が有、特に最後の校長先生が生徒の皆
さんを描いた絵と本人が描いた絵が展示されており
とても印象に残りました。楽しい１日を過ごす事が
出来ました。

支部活動

「令和７年度　行方支部日帰り研修報告」

行 方 支 部 前 支 部 長 　 金 子 　 雅 代
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　令和８年２月26日に行方市宇崎の『茨城県生涯学
習センター　レイクエコー　講習室２』に於いて三
支部合同講習会を開催致しました。
　三支部は鹿島支部、鉾田支部、行方支部で１年ご
とに担当が変わります。本年は行方支部が担当致し
ました。
　鹿行県民センター建築指導課樫村課長様を来賓に
お迎えし同建築指導課の技師磯崎様に講習して頂き
ました。
　昨年４月に建築基準法が大きく変わり２階建住宅
200㎡以内の新２号建築物については特例がなくな
りました。昨年の講習会でもそのことは触れて頂き

ましたが概要の説明が多く具体的な内容が少なかっ
たので今年は特に木造２階建て住宅（新２号建築物）
について詳しく教えて頂きました。それから本年４
月以降に確認申請を提出した新２号建築物は中間検
査が追加されるとの事でした。今後の仕事に役立っ
ていただければ幸いです。
　又、お忙しい中、鹿行県民センター建築指導課樫
村課長様、講習をして頂きました磯崎様には大変お
世話になり感謝申し上げます。
　この講習会が毎年継続されます事を願っておりま
す。

支部活動 行 方 支 部 前 支 部 長 　 金 子 　 雅 代

「令和７年度　三支部合同講習会報告」
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　令和８年４月11日に桜川市総合運動公園ラスカに第11回SAKURAフェスティバルが開催されました。前日
の雨模様から、当日は快晴夏日多くのお客さんで賑わいました。
　今回、桜川支部では、昨年と同様、苗
木配布（15分で配布終了過去最速）及び
オリジナルキーホルダー販売を行いまし
た。ある程度固定メンバーで行っている
ので、作業工程も慣れスムーズにお客
さんをさばくことができました。また、
キーホルダーにもならない廃材にもネー
ム入れを行ったりと少しずつですが、レ
ベルアップしているような気がします
（私は見てるだけなのでレベル１のまま
ですが）。次回までには今回の反省点を
改善し、お客様にニーズに答えられる様
会員一同精進したいと思います。

苗木配布

オリジナルネームプレート作成販売

支部活動

「SAKURAフェスティバルに出店しました」

桜 川 支 部 事 務 局 　 高 宮 　 英 司
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　令和８年４月２日、テクノウッドワー
クス株式会社真岡工場の見学会を実施し
ました。当日は早川孝男社長自らセミ
ナールームにてご挨拶いただき、会社概
要や木造建築への取り組みについてご説
明いただきました。
　同社の全工場の加工能力は月間16,000
坪、在来の一戸建て住宅約1,700棟分に
相当するとのことで、その生産規模の大
きさを実感しました。一方で、加工ライ
ンは単なる自動化だけでなく、依頼内容
によっては人の手による加工や確認作業
が行われており、高い品質を支えている
ことが印象的でした。また、多様な特殊
加工にも対応できる体制が整えられてお
り、技術力の高さを感じました。
　加工機器のメンテナンスを自社で行う
ことで高い加工品質を維持するとともに、
コストパフォーマンスの向上を実現し、
また、年間を通じて多くの見学者を受け
入れるなど木造建築技術の普及にも積極
的に取り組まれており、今回の見学は生
産現場への理解を深める貴重な機会とな
りました。

工場内での見学の様子

最新鋭の加工機の説明を聞く会員

会社概要の説明

支部活動

「テクノウッドワークス真岡工場見学会」

筑 波 支 部 も の づ く り 委 員 会 　 久 保 田 　 健 助
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　令和８年４月26日に会員15名と家族によるBBQ
を行いました。
　当日は９時半につくば市六斗の「六斗の郷」に集
合、まずたけのこ掘りを行いました。竹山に入りた
けのこを探しましたが、あいにく今年はたけのこの
数が少なく、あまり掘れませんでしたが、貴重な体
験をすることができました。
　その後お昼前からBBQを行いました。会員やそ
の家族がいろいろな話をしながら肉や野菜を焼いて
食べたり、ピザ窯でのピザ作りを行いました。ピザ
作りでは自分で好きな具材をピザ生地にトッピング
しピザ窯で焼きました。BBQコンロを囲みながら
会員の皆さんやご家族での交流を深めることができ
ました。
　BBQ後半には参加者全員でビンゴ大会も行いま
した。ビンゴ大会ではいろいろな景品を用意し、景
品が当たるたびに大きな歓声が上がり、大いに盛り
上がりました。
　当日は天気にも恵まれ、会員やその家族で親睦を
深め有意義な一日となりました。

参加者によるの集合写真

BBQの様子

ビンゴ大会の様子

支部活動

「BBQパーティーで会員交流」

筑 波 支 部 筑 波 支 部 　 小 管 　 真 幸
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　令和８年３月28日（土）地域の防災力向上とまち
づくりの推進を目的として、「防災まちづくり研修」
を開催いたしました。 近年の地震や豪雨災害の激甚
化・頻発化により、地域における事前の備えや、建
築士の専門性を活かした防災・減災の取り組みがま
すます重要と考えております。本研修では2015年の
常総市水害の事例紹介を通じて、平時から取り組む

べき防災を通じた地域ｶ活性化や絆の強化、観光振
興の課題点と、新たな『水辺を活かしたまちづくり』
の実践的な手法をハード・ソフト両面から考えてい
きたいと思っています。
　まちづくり委員会では、茨城県市町村、建築士会、
地域住民等と河川管理者等が連携することにより、

「河川空間を活かした、新たな　地域の賑わい創出」
を考えております。

委員会
活 動

　　『わすれない9・10』
～ 防災まちづくり研修  報告 ～

まちづくり委員会

■ 副 委 員 長 　 松 田 　 祐 光
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　株式会社ピーシーデポコーポレーションの住友翼
氏を講師にお招きし、「ＡＩとの上手な付き合い方」
をテーマとしたセミナーを開催いたしました。多く
の方にご参加いただき、生成ＡＩへの関心の高さが
うかがえました。
　本セミナーでは、基礎知識から導入時のリスク管
理まで幅広く解説いただきました。具体的な活用

シーンや効果的な指示出しのシミュレーションで
は、その精度とスピードに驚きの声が上がる場面も
多く見られました。また、自身のスマートフォンで
「Gemini」を操作する実技の時間もあり、操作方
法などに関する活発な質疑応答が行われました。
　参加者からは「具体的な活用イメージが湧いた」
「今後も使ってみたい！」といった声を多数いただ
き、非常に有意義な時間となりました。ご参加あり
がとうございました。

満員御礼のセミナー会場

みなさん真剣です！ 講師の住友翼氏

委員会
活 動

女性委員会（わくわくセミナー）

「ＡＩとの上手な付き合い方」
■ 土 浦 支 部 　 中 村 　 眞 紀 子 / 江 ケ 崎 　 雅 代
■ 桜 川 支 部 　 岩 永 　 幸 呼

18 KENCHIKU IBARAKI vol . 119



　女性委員会　ラブアークセミナー　2026年２月企
画　「ペットと暮らし」－猫編－を令和８年２月21
日に開催致しました。講師は建築士会　日立支部の
鈴木今日子さんをお招きし猫との暮らし方をご自身
の経験を通して詳しく説明して頂きました。
　鈴木講師は建築士の仕事をしながら、野良猫、地
域猫と人とのより良い環境づくりするために保護猫
ボランティアとして活動されています。そしてご自
宅では個性豊かな７匹の猫たちと暮らしているそう
です。そんな熱心な活動の理由をお聞きしたところ
「猫の魅力に取りつかれ猫の沼にハマってしまいま
した！」とおっしゃっていました。( ´艸｀)　
　私は猫を飼って10年になりますが、猫と暮らして
からは猫ファーストになっています。
　自分自身よりも猫が快適にストレスなく暮らせる
環境を作っていきたいと日頃から思っています。本

人（愛猫）に話を聞くことが出来ればそれが一番良
いのですが。。。
　今回のセミナーではそんなちょっとした疑問にも
鈴木講師がこれまでの豊富な経験を基に、とても丁
寧で分かり易く解説をして下さいましたので今後の
参考になりました。
　猫と人の快適な暮らしの中でやはり一番の工夫
としては　整理整頓！　鈴木講師流　「すっきり・
さっぱり」だそうです。
　すっきり → ‌�いたずら防止を考えて床に物は置か

ない。
　さっぱり → ‌�猫だってきれい好き　すぐに掃除が

できる部屋づくり。
　又　猫との快適な暮らしのテーマで参加者の皆さ
んと意見交換があり、多様性に富んだ考えを聞くこ
とができ、とても楽し過ぎた事で私もますます猫沼
にハマってしまいました。

委員会
活 動

女性委員会（ラブアークセミナー）

「ペットと暮らし ～ 猫編 ～」
■ 県 央 支 部 　 飛 田 　 直 身
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スーパーマーケット学園の森店スーパーマーケット学園の森店
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〒311-4164　水戸市谷津町細田1-21 水戸西流通センター内

 TEL:029-254-7777　FAX:029-254-7778
茨城エコ事業所

登録No．AA-L　95

 浄化槽の「ちから」
私たちの使命は、

子供たちが水まみれ泥まみれになって 遊ぶ事のできる、

笑顔であふれた小川や水辺を

美しい水を守る

再生する事です。
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